
 
 

 

議案第７号 

 

高根沢町下水道条例の一部改正について 

 

高根沢町下水道条例（平成５年高根沢町条例第９号）の一部を改正す

る条例を、別紙のように定める。 

 

令和４年９月１日 

 

高 根 沢 町 長  加 藤 公 博   

 

 

議案第7号 - 1



 

 

 

高根沢町下水道条例の一部改正の概要について 

 

 

１ 改正理由 

  下水道審議会の答申を踏まえ、汚水処理費の全額を公共下水道使用料で賄 

えるよう、公共下水道使用料の改定をしようとするものです。 

 

 

２ 改正内容 

  令和５年４月使用分からの公共下水道使用料について、基本料金及び各水

量区分の超過料金を 25％引き上げる改定を行うものです。 

 （第 16条第２項） 

  令和５年４月請求分から新料金となりますが、施行日前から継続して公共

下水道を使用している者に係る使用料であって、施行日以後初めて使用料の

額が確定するものについては、旧料金を適用するものです。 

 （附則 経過措置） 

 

 ・偶数月請求の方（仁井田処理区） 

  令和５年４月請求分（２月～３月使用分） 旧料金を適用 

  令和５年６月請求分（４月～５月使用分） 新料金を適用 

 

 ・奇数月請求の方（宝積寺処理区） 

  令和５年５月請求分（３月～４月使用分） 旧料金を適用   

  令和５年７月請求分（５月～６月使用分） 新料金を適用 

 

 ・令和５年４月１日以降に使用開始の方   新料金を適用 

 

 

３ 施行日 

  令和５（2023）年４月１日 

【説明資料】高根沢町上下水道課 
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答申書 
 

高根沢町公共下水道使用料の適正化について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高根沢町下水道審議会 
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1. はじめに 

 高根沢町公共下水道事業の汚水処理は、仁井田、宝積寺地区をそれぞれ仁井田処理区、

宝積寺処理区と称し、平成２年１月に都市計画決定を行い、同年２月に事業認可を受け

事業に着手した。その後、数次の事業計画の変更を経て、現在の仁井田処理区約 57ha、

宝積寺処理区約 414haを事業計画区域として整備を進めている。汚水の整備区域に関し

て、仁井田処理区は事業計画区域全域の約 57ha の整備が、宝積寺処理区は令和３年度

末で約 353haの整備が完了している。また、雨水整備事業については、宝積寺駅西第一

土地区画整理事業に伴う市街化による雨水流出量の増加に対応するために、約 24ha を

事業計画区域として整備を進めている。 

今後の高根沢町公共下水道事業では、管渠整備に伴い令和 12 年度まで処理区域内人

口が増加し、使用料収入は増加する。しかし、管渠整備の費用や過去に整備した下水道

施設の老朽化に伴う修繕や更新の費用、薬品費や動力費などの汚水の処理にかかる費用

が、使用料収入の増加を上回るペースで増えていくため、経営環境の厳しさは増してい

くと想定される。 

しかしながら、高根沢町の下水道使用料は、平成５年度の公共下水道供用開始以降、

一度も改定をされておらず、県内他自治体に比べても使用料単価は低い。また、現在の

下水道使用料体系では、本来、下水道使用料で賄うべき汚水処理費を賄いきれず、不足

分は一般会計からの基準外繰入金によって補っている状況である。 

 こうした状況を受け、令和３年９月に策定した「高根沢町地域経営計画 2016 後期計

画」においては、下水道事業の経営健全化を図るため、令和７年度までに下水道使用料

の見直しを行うことが示されており、下水道使用料の適正化は喫緊の課題となっている。 

  

当審議会は、高根沢町長より諮問を受けた「公共下水道使用料の適正化」について、

公共下水道事業の経営健全化や、安定的かつ持続的な下水道サービスを提供する観点か

ら審議、検討を重ねた結果、次のような結論を得たので、答申するものである。  
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2. 公共下水道使用料の適正化について 

 下水道事業は「独立採算制の原則」により、下水道使用料を主な財源として運営され

るべきであるが、高根沢町公共下水道事業は、汚水を処理するために必要な経費の一部

を一般会計からの基準外繰入金として赤字補てんして運営しており、「独立採算制の原

則」を守れていない。また、管渠整備の推進により使用料収入は増加するものの、建物

や管渠など下水道施設の修繕･更新費や汚水処理費の増加により、支出はさらに増加し

ていくことから、「健全な運営の確保」が困難になると想定される。 

 現在、新型コロナウイルス感染症や物価上昇によって町民生活や企業活動に影響が生

じている状況ではあるが、これらの課題を速やかに改善するため、下水道使用料の改定

が必要であると判断した。 

 

3. 公共下水道使用料の改定について 

（１）使用料算定期間 

下水道使用料の算定のために使用料対象経費を積算する期間について、下水道使用料

は、日常生活に密着した公共料金としての性格から、できるだけ安定性を保つことが望

まれる反面、余りに長期にわたってその期間を設定することは、予測の確実性を失うこ

ととなる。そこで、高根沢町の下水道使用料適正化検討においては、令和５年度から令

和 14 年度までの事業収支を確認しつつ、適正な使用料を設定するため、令和５年度か

ら令和９年度までの５か年を使用料算定期間とする。 

 

（２）使用料の改定方針 

 下水道事業の「独立採算制の原則」や、「健全な運営の確保」を図る観点から、今回

改定する使用料水準については、汚水処理費の全額を使用料収入で賄うこと（経費回収

率 100％）を目標とする。 

 

（３）二部使用料制や水量区分、累進制の改定方針 

高根沢町の下水道使用料体系は、使用水量にかかわらず負担する「基本料金」と、使

用水量に応じて負担する「超過料金」を組み合わせた二部使用料制である。超過料金の

水量区分は５段階であり、下水を排出する量が多くなるほど１立方メートル当たりの使

用料が高くなる累進制を採用している。 
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   高根沢町における下水道使用料収入の水量別分布や、負担の公平性の観点、全国・県

内自治体の設定状況などから、二部使用料制や水量区分、累進制については、現状から

変更しないこととする。 

 

（４）改定後の公共下水道使用料 

   使用料算定期間における経費回収率 100％を目標とするため、下水道使用料単価を令

和２年度の 120.28（円/㎥・税抜）から 150（円/㎥・税抜）に引き上げる必要があり、

改定率は 25％となる。 

   なお、改定後の下水道使用料(案)は、別表に記載する。 

 

（５）使用料の改定時期 

   住民への周知期間及び使用料改定の準備期間を考慮し、使用料の改定時期は令和５年

４月とする。 

 

4. 付帯意見 

（１）公共下水道使用料の適正化について 

下水道使用料の改定にあたっては、使用者の理解が不可欠であり、使用料改定の必要

性や内容、経営健全化の取り組みを十分に周知すること。 

 

（２）水洗化率の向上について 

現在の水洗化率は約 85％であるが、下水道使用料収入を確保するため、水洗化率をさ

らに向上させるための施策を実施すること。 

 

（３）公共下水道事業の経営状況の検証について 

公共下水道事業の経営状況について毎年検証を行うこと。また、今回の使用料算定期

間の最終年である令和９年度を目途に、改定後の使用料単価が適切であるか検討するこ

と。 
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5. おわりに 

下水道は、都市生活や経済活動を支える重要なライフラインであり、将来的に継続し

て、安定的に事業を実施していく必要がある。そのため、事業の主要な財源である公共

下水道使用料の適正化について審議を重ね、改定を行うべきとの答申となった。 

高根沢町公共下水道事業におかれては、今後とも経営努力を続け、使用者である住民

の理解と協力を得ながら、事業を推進していくことを期待する。 

 

 

 

下水道使用料改定(案) 

 

（税抜） 

料率 

 

用途 

基本料金（1か月につき） 超過料金 

汚水量 金額 汚水量 
金額 

1㎥につき 

一般用 10㎥まで 1,250円 
10㎥を超え 20㎥まで 138円 

20㎥を超え 30㎥まで 150円 

30㎥を超え 50㎥まで 163円 

50㎥を超え 100㎥まで 175円 

100㎥を超えるもの 188円 

臨時用 1㎥につき 188円 

 

 

付属資料 

１ 諮問書（写） 

２ 高根沢町下水道審議会 委員名簿 

３ 高根沢町下水道審議会 開催状況 

４ 公共下水道使用料改定による新旧料金体系(案) 

  

別 表 
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  付属資料 １ 
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高根沢町下水道審議会 委員名簿 

 

NO. 委嘱区分 氏 名 備 考 

1 

第 3条第 2項第 1号該当 

（学識経験を有する者） 

鈴木 章 高根沢町商工会 

2 森島 才子 
関東信越税理士会 

栃木県支部連合会 氏家支部 

3 阿部 剛士 栃木銀行宝積寺支店 

4 
第 3条第 2項第 2号該当 

（町議会の議員） 

澤畑 宏之 高根沢町議会 

5 小池 哲也 高根沢町議会 

6 

第 3条第 2項第 3号該当 

（受益者を代表する者） 

牧 恒男 高根沢町自治会連合会 

7 岩崎 公熙 高根沢町自治会連合会 

8 水沼 喜代子 高根沢町民生児童委員協議会 

9 仲澤 佳子 高根沢町女性団体連絡協議会 

10 野中 千秋 公募 

11 檜原 順一 公募 

12 飯泉 八重子 公募 

 

  

付属資料 ２ 
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高根沢町下水道審議会 開催状況 

 

時期 審議会 主な審議内容 

令和４年３月 24日 第１回審議会 
・公共下水道事業の現状と課題 

・下水道使用料改定の必要性 

令和４年５月 27日 第２回審議会 

・財政シミュレーション（現在・将来） 

・下水道使用料の改定案 

・下水道使用料体系案 

令和４年６月 28日 第３回審議会 ・答申書（案） 
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公共下水道使用料改定による新旧料金体系(案) 

 

（税抜） 

 現行 改定案 改定額 改定率 

基本料金 

（1か月につき） 
1,000円  1,250円  250円  

25％ 

※1円未満四捨五入 

超
過
料
金
（
１
㎥
に
つ
き
） 

10㎥まで 基本料金に含む 基本料金に含む   

10㎥を超え 

20㎥まで 
110円  138円  28円  

20㎥を超え 

30㎥まで 
120円  150円  30円  

30㎥を超え 

50㎥まで 
130円  163円  33円  

50㎥を超え 

100㎥まで 
140円  175円  35円  

100㎥を 

超えるもの 
150円  188円  38円  

臨
時
用 

1㎥につき 150円  188円  38円  

  

 

付属資料 ４ 
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高根沢町条例第 号 

 

 高根沢町下水道条例の一部を改正する条例 

 

高根沢町下水道条例（平成５年高根沢町条例第９号）の一部を次のように改正する。 

改正後 改正前 

（使用料） （使用料） 

第 16 条 第 16 条  

２  ２  

料率 

用途 

基本料金（１

月につき） 

超過料金 

汚水

量 

金額 汚水量 金額 

１m３に

つき 

一 般

用 

1 0 m ３

まで 

1,250

円 

10m３を超え 20m３

まで 

138 円 

20m３を超え 30m３

まで 

150 円 

30m３を超え 50m３

まで 

163 円 

50m３を超え 100m

３まで 

175 円 

100m３を超える

もの 

188 円 

臨 時

用 

１m３につき 188 円 

 

料率 

用途 

基本料金（１

月につき） 

超過料金 

汚水

量 

金額 汚水量 金額 

１m３に

つき 

一 般

用 

1 0 m ３

まで 

1,000

円 

10m３を超え 20m３

まで 

110 円 

20m３を超え 30m３

まで 

120 円 

30m３を超え 50m３

まで 

130 円 

50m３を超え 100m

３まで 

140 円 

100m３を超える

もの 

150 円 

臨 時

用 

１m３につき 150 円 

 

備考 改正箇所は、下線が引かれた部分である。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、令和５年４月１日（以下「施行日」という。）から施行する。 

（経過措置） 

２ 施行日前から継続して公共下水道を使用している者に係る使用料であって、施行日以後

初めて使用料の額が確定するものについては、なお従前の例による。 
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